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⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現 思考・判断・表現

知識・技能 知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

生徒が主体となり、各教科において体験的な活動を取り入れる【単元に１回程
度実施】
活動の中にタブレットを用いて共同編集やオクリンクプラスを使って話し合い
活動を行い、協働的な学びを通して考えたり、表現したりすることができるよう
にする【単元ごとに1回】。

学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【与野西中学校】

知識・技能 知識・技能

<学習上の課題>基礎的・基本的な知識・技能の取得
状況について偏りがみられる。
＜指導上の課題＞
基礎的・基本的な知識・技能を身に付けるため反復練
習の時間を多く取ることができていない。

（学校番号246）

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

「ドリルパーク」や小プリントを活用し、基本的な計算等の反復・習
熟、その単元の復習に取り組む【毎授業開始時の実施】。
PCを毎日持ち帰ることで、家庭でも主体的に「スタディサプリ」や
「ドリルパーク」等に取り組めるようにしていく【毎日】。

③

思考・判断・表現

知識・技能

＜学習上の課題＞
各教科の「思考・判断・表現」の正答率が低い。
＜指導上の課題＞
生徒が思考する場面の設定が不十分なところがあ
る。

評価（※）

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

※評 価

Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


